
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

道

路

の

供

用

開

始

の

廃

止

道

路

整

備

課

○

公

有

水

面

埋

立

竣

功

認

可

港

湾

課

し

ゆ
ん

【

公

告

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

教

育

委

員

会

】

○

岡

山

県

立

学

校

の

管

理

運

営

に

関

す

る

規

則

の

教

育

委

員

会

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和３年２月９日 第１２２６７号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
二
号

令
和
三
年
岡
山
県
告
示
第
四
十
六
号
（
道
路
の
供
用
開
始
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
三
年
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
三
号

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
九
日
付
け

岡
山
県
指
令
港
第
四
百
二
十
四
号
で
免
許
し
た
公
有
水
面
埋

、

立
て
に
つ
い
て

令
和
三
年
二
月
二
日
次
の
と
お
り
竣
功
を
認
可
し
た

、

。

令
和
三
年
二
月
九
日

水
島
港
港
湾
管
理
者

岡

山

県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
埋

立
区

域

(
1
)

位
置

岡
山

県
倉

敷
市

玉
島

乙
島

字
新

湊
8
2
5
5
番

1
0
及

び
8
2
5
5
番

1
2
の

地
先

公
有

水
面

(
2
)

区
域

次
の

㉖
の

地
点

，
㉛

の
地

点
，

⑤
の

地
点

，
⑩

の
地

点
及

び
㉕

の
地

点
を

順
次

に
直

線
で

結

ん
だ

線
及

び
㉖

の
地

点
と

㉕
の

地
点

と
直

線
で

結
ん

だ
線

に
よ

り
囲

ま
れ

た
区

域

㉖
の

地
点

三
等

三
角

点
山

一
権

現
山

（
北

緯
3
4
度

3
1
分

2
4
秒

1
7
8
9
，

東
緯

1
3
3
度

3
9
分

3
0
秒

9
6
3
4
）

か
ら

1
4
6
度

5
2
分

1
0

秒

4
,
1
0
4
.
8
2
ｍ

の
地

点

㉛
の

地
点

㉖
の

地
点

か
ら

1
8
1
度

2
7
分

5
1
秒

2
2
1
.
5
1
ｍ

の
地

点

⑤
の

地
点

㉛
の

地
点

か
ら

2
7
1
度

1
9
分

1
3
秒

4
7
2
.
2
4
ｍ

の
地

点

⑩
の

地
点

⑤
の

地
点

か
ら

1
度

1
9
分

0
0
秒

2
2
1
.
4
9
ｍ

の
地

点

㉕
の

地
点

⑩
の

地
点

か
ら

9
1
度

1
9
分

0
8
秒

3
5
2
.
8
0
ｍ

の
地

点

(
3
)

竣
功

面
積

1
0
4
,
6
6
6
.
4
9
㎡

２
埋

立
地

の
用

途

保
管

施
設

用
地

，
公

園
・

緑
地

用
地

及
び

護
岸

用
地

３
埋

立
人

(
1
)

氏
名

又
は

名
称

岡
山

県

(
2
)

住
所

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号

し
ゆ
ん

し
ゆ
ん
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(
3
)

代
表

者
の

氏
名

岡
山

県
知

事
伊

原
木

隆
太

４
帰

属
権

利
者

岡
山

県

５
関

係
図

書
閲

覧
市

町
村

名

倉
敷

市
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〔
六
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
三
須
字
才
ノ
神
一
一
九
一

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
福
島
六
八
六

四
セ
ジ
ュ
ー
ル
青
陵
一
〇
一

－

布
下

耕

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
一
号
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〔
六
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

美
作
市
北
山
字
霜
月
田
一
五
七
六

一
、
一
五
七
六

二
、
一
五
七
七

一

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

津
山
市
二
宮
六
五
四

四

－

株
式
会
社
イ
シ
ン
住
宅
研
究
所

代
表
取
締
役

石
原

宏
明

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
七
号
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〔
六
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
二
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

美
作
市
北
山
字
霜
月
田
一
五
七
六

一
、
一
五
七
六

二
、
一
五
七
七

一

－
－

－

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
公
園
、
下
水
道
、
水
路
、
消
防
の
用
に
供
す
る
貯
水
施
設

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る

）
。

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

津
山
市
二
宮
六
五
四

四

－

株
式
会
社
イ
シ
ン
住
宅
研
究
所

代
表
取
締
役

石
原

宏
明

五

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
七
号
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
二
月
九
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
岡
山
県
立
岡
山
一
宮
高
等
学
校
の
項
中

「

二
八
〇

二
八
〇

―

一
、
〇
四
〇

を
」

「

二
四
〇

二
八
〇

―

一
、
〇
〇
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
岡
山
城
東
高
等
学
校

」

の
項
中
「
一
、
〇
〇
〇
」
を
「
九
六
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
西
大
寺
高
等
学
校
の
項
中

「

「

二
〇
〇

―

八
八
〇

を

一
六
〇

―

八
四
〇

に
改
め
、

」

」

「

一
六
〇

一
六
〇

―

同
表
岡
山
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
の
項
中

を

一
六
〇

」

「

―

一
六
〇

―

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
の
項
中

三
二
〇

」

「

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

―

一
、
〇
八
〇

を
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」

「

八
〇

一
二
〇

一
二
〇

―

一
、
〇
四
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
岡
山
御
津

」

高
等
学
校
の
項
中

「

総

合

学

科

四
八
〇

四
八
〇

を
」

「

に
改
め
、
同
表

総

合

学

科

三
二
〇

四
四
〇

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

一
二
〇

」

岡
山
県
立
倉
敷
古
城
池
高
等
学
校
の
項
中
「
九
六
〇
」
を
「
九
二
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
倉
敷

「

中
央
高
等
学
校
の
項
中

二
〇
〇

二
〇
〇

―

九
二
〇

を
」

「

一
六
〇

二
〇
〇

―

八
八
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
玉
島
高
等
学
校
の
項

」

「
中

二
四
〇

二
四
〇

―

八
〇
〇

を
」

「

二
〇
〇

二
四
〇

―

七
六
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
倉
敷
鷲
羽
高
等
学
校

」

「

「

一
二
〇

六
八
〇

二
四
〇

六
四
〇

の
項
中

八
〇

を

一
六
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立

四
八
〇

二
四
〇

」

」
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倉
敷
工
業
高
等
学
校
の
項
中

「

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
技
術

―

―

四
〇

―

を

テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
学

四
〇

四
〇

―

―

」

「

テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
学

四
〇

四
〇

四
〇

―

に
改
め
、
同
表

」

岡
山
県
立
玉
野
高
等
学
校
の
項
中

「

普

通

一
六
〇

一
六
〇

一
六
〇

―

四
八
〇

を
」

「

普

通

―

一
六
〇

一
六
〇

―

四
八
〇

に
改
め
、
同
表

一
六
〇

」

岡
山
県
立
玉
野
光
南
高
等
学
校
の
項
中
「
四
八
〇
」
を
「
四
四
〇
」
に

「
八
四
〇
」
を
「
八
〇
〇
」

、

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
笠
岡
高
等
学
校
の
項
中

「

普

通

―

―

二
〇
〇

―

六
〇
〇

を

四
〇
〇

」

「

普

通

五
六
〇

五
六
〇

に
改
め
、
同
表

」

岡
山
県
立
井
原
高
等
学
校
の
項
中
「
六
〇
〇
」
を
「
五
六
〇
」
に

「

園

芸

四
〇

四
〇

四
〇

―
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を

家

政

四
〇

四
〇

四
〇

―

」

「

園

芸

―

四
〇

四
〇

―

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
総
社

家

政

―

四
〇

四
〇

―

地

域

生

活

四
〇

」

南
高
等
学
校
の
項
中
「
二
八
〇
」
を
「
二
四
〇
」
に

「
七
六
〇
」
を
「
七
二
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡

、

山
県
立
邑
久
高
等
学
校
の
項
中
「
三
六
〇
」
を
「
二
四
〇
」
に

「
八
〇
」
を
「
一
六
〇
」
に

「
四

、

、

四
〇
」
を
「
四
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
真
庭
高
等
学
校
の
項
中

「

「

八
〇

―

三
四
〇

を

七
〇

―

三
三
〇

に
改
め
、

」

」

同
表
岡
山
県
立
林
野
高
等
学
校
の
項
中
「
四
〇
〇
」
を
「
三
八
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
鴨
方
高

等
学
校
の
項
中
「
四
〇
〇
」
を
「
三
六
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
勝
間
田
高
等
学
校
の
項
中

「

グ

リ

ー

ン
環

境

―

―

三
五

―

四
三
〇

を

食

品

科

学

―

―

三
五

―

総

合

学

科

三
六
〇

」

「

総

合

学

科

四
〇
〇

四
〇
〇

に
改
め
る
。

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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